
　「週に「週に週に週に4回の活動です。お弁当を回回 活の活の 動動で動 すすですす おお弁当弁当弁弁 をを
お届けしている方から“ありがとう”届届 いてい かか りがり ”う”
と笑顔と 顔 で言われると嬉しいですね。わわれわわ言わ 嬉嬉し嬉嬉と嬉 すすすすです
活動日以外の時に、近所で利用者さ活動動日動動活動 以日 外外の外の外外 時時 、近近、に、 所近所 利利利で利で利 者用 ささささ者さ
んから声を掛けてもらえることもあ
ります。」と杉田さん。給食サービスりりま 」。」。す と 田田さ田田杉田 ん 給給給給給 サ ビーーー ス
の活動は、住民同士がふれあう場に活活動活活の活 住住住住住 士士が士が士士 あああれれ にににに場に
もなっています。て す。
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んのののののの笑顔顔顔 ととと出出会会会会会会えええるる活活活動動動にに会会員員員ををを募募募募集集集集ししてててててていまままままますすすすすす～～
　市社協では、市民の皆さんの参加と支えあいの仕組みによる住民参加型の在宅福祉サービスを実施して　 協協協協社協 市市市は、 の皆皆皆の ののんの とととと加と ああああえあ 仕仕組仕仕仕 にによににに 住住民住民住住 加加型加加加 在在宅在宅在在 祉祉サ祉サ祉祉 ビススビ 施施施施実施 て
います これは家事援助や介助 育児といった利用会員からご要望を受けて市民の協力会員・援助会員がすすます れれはれは 事事援事援 やや介や介 育育育児 いいとい 利利用利用 員員か員 ごご要ご要望を受受を けて市市て 民の協協の 力会員員会 助助会助会 がががいます。これは家事援助や介助、育児すすすすます れれはれはれれ 事事援事援事事 やや介や介やや 育育育育育児といった利用会員からご要望を受けて市民の協力会員・援助会員が、いいとい 利利用利用利利 員員か員か員員 ごご要ご要ごご を受受をを 市市市て市て 協協協の協の 員員会会 助助助助助 ががががが児といったいいいいとい
支援するものです。こうした活動にご協支 る で う 活 ご ける会員を募集しています。会 募集 い協力頂頂
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　援助会員の林さんは、近所の小学援援援援援 員員の員の員員 んんんさんさん 所所所近所近所 学学学学学111年生あおき君を両親が出勤し登校班が集合ああおあおあ生あ ををを君を君を がが出が出がが 登登校登登し登 が集集集がが
するまでの間、自宅で預かっています。まで 自 預 い

　配食協力員の杉田さんは、週に4日、午後4時頃から数人の一人暮らしの方に
夕食のお弁当をお届けしています。夕食のおおおのの 弁 ををおをを当を 届けししけけ て まますますまいま

　協力会員の瀧澤さんは、週に１回、お住まいが同じ地協力 の さん 週に お いが 地区
の倉橋さんのお宅にうかがい、ののの 橋倉 さんさ のの 宅宅お宅 うに かががか いい 11時間程度お掃除の援時時間程間 度度お度 掃お掃除のの除 援援助助助
をしています。をを まい

問合せ合合合問合問合 ：市社協在宅福祉グループまで市市社市市市 在在宅在宅在在 グググ祉グ祉グ ププまプまププ
　　　　電話　　 話話話 042 0 （（（75677 ）50345505

　「あおき君が我が家で過ごす時「「あ「あ「「 君君君君き君 が家家家がが ごごすごすご過ご
間はまるで孫をみているよう…。る を る 。
笑顔顔顔笑顔 を見ると私自身も元気が見見を見 とる 私自自私 身も身 元元気元 が気が気
湧きます。」と林さん。あおき君きき 」」 んさ おきお
のご両親も「林さんが預かってくの 両親親親両親両親 林林さ林さ林林 預預か預預が預 くくくてくてく
れるおかげで安心して出かけられるるおるるれるお でででげでげで安 ししてしてしし 出 けけらけけかけら
ます。」と喜んでいます。

　「自分の時間を地域の「自自「「 分 時時間時時の時 を 域域域地域地域
方のために役に立てられ方方方方方 めめにめにめめ 立立立に立に立 れれ
れば…との思いで始めまば 思 始め
した。色々な方のお宅にししたた 色々々色 な方な ののお方の 宅お宅に
うかがっていますが、皆う てっ すます 皆
さん良い方ばかりで楽しんん良んんん ばばばば方ば で楽楽楽でで
く、やりがいをもって活動しています。」と瀧澤さん。倉くくく ががいががりが っっっもっもっ 動動し動し動動 まますますまま と瀧瀧瀧と瀧と瀧 んん。ん。んん 橋橋
さんも瀧澤さんが訪れる日を楽しみにしている様子です。
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「市社会福祉協議会」は、
皆さんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりを進める
社会福祉法に位置付けられた
民間の福祉団体です。

〈発行〉社会福祉
法　　人 相模原市社会福祉協議会

〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号
市立あじさい会館内

� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～
http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～19巻 無料配布中！

携帯版ホーム
ページはこちら
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市内には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。地区社協は、地域住民の皆さん
によって運営されており、その地域に必要とされるさまざまな福祉事業を行っています。
各地区の地区社協の特徴や主な取り組みを毎号シリーズでご紹介しています。今回のテーマは「部会制」

です。

上溝地区社協「部会の導入で地域福祉活動が活性化！」

問合せ：上溝地区社会福祉協議会  電話 042－762－0079（上溝出張所内）

　上溝地区社協（佐藤七夫会長）は少
子高齢社会に対応した地区社協のあ
り方を検討した結果、これまでの事業
を見直すと共に、効率的運営と組織的
活動を推進するため平成19年度より
5つの部会を設置しています。

　今年度は、企画啓発部会、ボランティア部
会の活動から、新たに「中学生ボランティア
スクール」を実施しました。これは、災害時の
救援活動を想定した実技体験等を通して、日
頃の備えや地域での人と人とのつながりへ
の意識を育むことを目的としたもので、30
名以上の中学生が参加し「毛布と棒で担架
をつくるなど、身近な物で工夫できることを

学べて良かった。」など好評を得ました。また、地区社協の目標の一つであるサ
ロン活動の推進について、広報部会、サロン活動部会が連携し、広報紙を通して
サロンの紹介やボランティアの募集を行いました。
　「部会の導入により、各部会員の役割が明確になりました。地域で求められる
活動に取り組もう！という意識が高まり、新たに男性ボランティアグループ立ち上
げへの取り組みも生まれました。部会2年目を迎え、見えてきた課題を検討し、よ
り良いあり方を目指しています。」と、佐藤会長。地区社協に求められる組織のあ
り方は？活動は?見直しと共に新たな取り組みが続けられています。

各部会活動や部会間の連携による事業の実施

企画啓発部会

広 報 部 会

サロン活動部会

ボランティア部会

福祉施設部会

事業の企画･立案、福祉啓発

広報紙等の作成

サロン活動の推進

ボランティアの組織化と連携

福祉施設・事業所との連携

大野中地区社協「部会制」でニーズに応じた取り組みを推進！ 

問合せ：大野中地区社会福祉協議会  電話042－742－2226（大野中出張所内） 

　「地区の社会福祉を広く増進していくこと」を目指し、平成18年に会員の大幅な
拡充を図った大野中地区社協（大久保幸男会長）。それまでは、自治会長、民生委員
・児童委員だけでしたが、新たにボランティアグループ、小・中学校、公民館などさま
ざまな団体が会員に加わりました。そして、会員からの幅広い意見を事業に反映さ
せていくために設けたのが「部会」です。 

　「子育て中のお母さんが集える場を」と児童福
祉部会で検討し、立ち上がった親子サロン「のびの
びクラブ」。スタートから3年、現在はボランティア
や協力者により開催し、100人近い参加者でにぎ
わいます。子育て情報を求めるお母さんたちの声
に応えるため、児童福祉部会では地区内の子育て
サロン等の情報誌の作成を計画。今年度中の発行

に向け、情報収集や調査をしています。 
　高齢者・障害者・児童等対象別の部会を設置したことで、会員の方たちにとって
は活動の目的が明確になり、また地区社協全体としても幅広いニーズを受け止め
ることが出来るようになりました。今後もこの部会制をいかし、地域の困りごとや課
題の解決に向けた取り組みを進めていきます。 

部会から始まった取り組み 

総務企画部会 

広 報 部 会 

高齢者福祉部会 

障害者福祉部会 

児童福祉部会 

福祉講座開催、地域のイベント会場にて「お休み処」開設等 

広報紙「おおのなか」発行、事業ＰＲチラシ作成等 

「ふれあい喫茶店」・「いきいきシルバー」等サロン活動支援、サロンスタッフ交流会、敬老事業等 

「ミニリハビリ教室大野中」支援 及び PRチラシ作成 

「のびのびクラブ」支援、子育て情報誌作成 
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新しい年に 
       新しいことに挑戦！ 

～各種講座のご案内～ 

講演会「発達障害の理解と支援」 
～ADHDとアスペルガー症候群～ 

講師　司馬理英子 氏（臨床心理士・司馬クリニック院長） 

日　時：2月7日（土）　午前9時30分～11時30分 
場　所：あじさい会館ホール 
定　員：330名 ※定員になり次第締め切り（先着順） 
対　象：市内在住・在勤・在学の方　　費　用：無　料 

精神保健ボランティア養成講座 

ボランティア活動を始めたいとお考えの方へ 
ボランティア予備校 

～心に病のある方たちへの理解と支援方法を学ぶ～ 

日　時：2月7日（土）～3月7日（土）の間の土曜日と体験学習を含む全6回 
　　　　午後１時30分～3時30分（最終日のみ終了は午後4時） 
場　所：相模原市民会館会議室 ※市内精神障害者施設での体験学習もあります。 
定　員：50名（先着順）　　費　用：500円（資料代その他） 

定　員：各会場20名（同じです）　　費　用：無　料 

上記3つの講座の申込み・問合せはボランティアセンターへ 
電話 042-786-6181　　FAX 042-786-6182 
Eメール：svc@sagamiharashishakyo.or.jp

開催日 時　間 場　所 内　容 

①2月17日（火） 

②2月20日（金） 

③3月12日（木） 

④3月18日（水） 

午後1時30分～3時30分 

午前 10時～正午 

午後1時30分～3時30分 

午後1時30分～3時30分 

あじさい会館福祉研修室 

南保健福祉センターボランティア活動室 

あじさい会館福祉研修室 

南保健福祉センターボランティア活動室 

ボランティア
としての基礎
知識と実際の
活動紹介 

今すぐできるボランティア入門講座 
～やりたいこと見つけよう 踏み出そうあなたの一歩～ 

手話講座  受講生募集 

定　員：40名（申込み多数の場合は抽選） 
対　象：市内在住・在勤・在学の15歳以上（中学生は含まない）の方 
費　用：1,000円（資料代等） 
申込み：NPO法人相模原ボランティア協会（2月16日締切） 
　　　　電話・FAX 042-759-7982

開催日 時　間 場　所 内　　容 

2月28日（土） 

 

 
 

3月 7 日（土） 

午後１時 

　～4時 

神奈川県立 
さがみ緑風 
園（麻溝台 
2-4-18） 

ボランティア活動の素晴らしさを知る 
人と人との関わりを心地よいものにするために 
～体験して分かること～ 
講師：川村　隆 氏 
　　　（（福）ひまわりの会　有料老人ホーム 
　　　　　　　　緑陽白鳥ホーム ホーム長） 

車いす介助を実際にやってみよう 
参加して欲しい活動あれこれ～あなたに提案 

5月13日（水）～12月2日（水） 
水曜日 午前10時～正午 
※詳細日程は応募要領に記載 

場　所：障害者支援センター 松が丘園 
定　員：20名 
費　用：1,500円程度 

4月27日（月）～平成22年3月6日（土） 
月曜日 午前10時～正午 
※詳細日程は応募要領に記載 

場　所：障害者支援センター 松が丘園 
定　員：30名 
費　用：1,500円程度 

2月27日（金）午後5時まで 
実技試験により選考する 
選考日：3月8日（日） 

3月13日（金）午後5時まで 
実技試験により選考する 
選考日：3月29日（日） 

対　象：市内在住・在勤・在学の18歳以上の人で手話の学習経験のある人 
申込方法：市社協事務所（あじさい会館4階）及び市社協南事務所・津久井4地

域事務所にある応募用紙に必要事項を記入の上、持参（土日祝日を
除く）または郵送（必着） 

申込み・問合せ：在宅福祉グループ　電話 042－756－5034

開 

催 

日 

程 

募
集
締
切 

手話通訳者養成講座・基本課程（全24回） 
（手話経験2年以上で通訳者を目指す方） 

手話奉仕員養成講座・基礎課程（全36回） 
（手話経験1年以上の方） 



福祉サービス福祉サービス
利用援助事業利用援助事業
福祉サービス
利用援助事業 相模原あんしんセンター相模原あんしんセンター相模原あんしんセンター相模原あんしんセンター相模原あんしんセンター

生活福祉資金生活福祉資金生活福祉資金生活福祉資金生活福祉資金

　認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など判断能力が不十分なために、
福祉サービスの利用手続きがひとりではできない、または、日常生活費の出し
入れ、公共料金などの支払い方が分からないといったことでお困りの場合に
支援するものです。

　収入が少なく、必要な資金を他から借り入れることが困難な世帯や障害者・
高齢者のいる世帯に対し、その世帯の自立と生活の安定を目的として資金の
貸し付けを行います。

◆その他　目的に合わせて各種の貸付資金がありますので、ご相談ください。
　　　　　※貸付には、市民であること、連帯保証人が必要な場合など、一定の条件があり

ます。

　市社協では、皆さんの地域での生活を応援するための様々な取り組みを
行っています。ここでは、「相模原あんしんセンター」の取り組みと「生活福
祉資金」についてご紹介します。まずはお気軽にご相談ください。

地域での生活を応援！
あんしんセンター・生活福祉資金のご案内
地域での生活を応援！
あんしんセンター・生活福祉資金のご案内
地域での生活を応援！
あんしんセンター・生活福祉資金のご案内

まずはお気軽にご相談を！
[問合せ・相談窓口]
　在宅福祉グループ（あじさい会館4階） 電話 042-756-5034
　南  事  務  所　　　（南保健福祉センター1階） 電話 042-765-7065
　城山町地域事務所（城山保健福祉センター2階） 電話 042-783-1212
　津久井町地域事務所（津久井総合事務所第2別館１階） 電話 042-784-3393
　相模湖町地域事務所（さがみ湖リフレッシュセンター2階） 電話 042-685-1033
　藤野町地域事務所（藤野総合事務所2階） 電話 042-687-3361

・福祉サービスを利用したいけど、どうすればいいのか分からない
・支払いを忘れてしまうことがあり困っている
・銀行へ行ってお金をおろしたいけど、自信がなくて不安

修  学  資  金

資　金　名 内　　　容

・通帳や証書など大事な書類の保管が不安
・物忘れが多くて通帳をちゃんとしまったかいつも心配

　『福祉サービス利用援助・日常的金銭管理サービス』で、
福祉サービスを安心して利用できるようにする他、毎日の
暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。

　『書類等預かりサービス』で、大切な通帳や証書など
安全な場所でお預かりします。

長期生活支援資金（リバースモゲージ）

高齢者が、自分の住まいを活用して老後の生活資金を借りる制度です。
◆対象世帯　次のすべてに該当する人
　①現在、本人が居住している不動産があること（マンションは対象外）
　②65歳以上で市民税非課税程度の低所得世帯であること
　③土地・建物の所有名義が本人単独または、配偶者との共有名義であること
　④配偶者またはその親以外の同居人がいないこと
　⑤土地・建物に賃貸借等の利用権や抵当権等の担保権が設定されていないこと
◆貸付限度額　土地の評価額が概ね1,500万円以上の70％（月額30万円以内）

高校、専門学校、短大、大学等
支度費（一括）～入学金等は上限500,000円
修学費（月額）～授業料・交通費等
　　　　　　　　　35,000円～65,000円
（償還は学校を卒業してから半年後に開始）

技能を習得するための費用

失業によって生活の維持が困難になった場合
の生活費

障害者の自動車購入、シニアカーなど高額な
福祉用具を購入する費用
差し迫った住居の移転費用や更新料等

技 能 習 得 費

福  祉  資  金

離職者支援資金

（弁護士による権利擁護相談）法律 相談法律相談法律 相談法律相談法律 相談
～ 相談は個別、無料です。秘密は守ります！～

開設日時　2月26日(木)・3月26日(木)　午後1時20分～4時
　　　　　  （お一人の相談時間は40分間です）

場　　所　あじさい会館6階　権利擁護相談室
対　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日　午前8時30分～午後5時
　　　　   （事前に電話予約をしてください）

申込み・問合せ　相模原あんしんセンター　電話 042-756-5034

法律相談

・・・・・・・

〔個　人〕
▼社会福祉のために　佐藤榮一（小山）、小泉綾子（橋
本）、門脇彩子、一星　暁（大野南）、矢沢　守（大沢）、

橘川敬子（市外）
▼高齢者福祉のために　園部智恵子（大野南）
▼少年院図書代のために　河本　一（大野北）
〔企業・団体〕
▼社会福祉のために　中央労働金庫相模原支店推進幹
事会（清新）、スマイルデイサービスセンター・ビー

チ（光が丘）、コンパル橋本店、旭中学校PTA、橋本

幼稚園PTA、国鉄橋本工場退職者組合（橋本）、ビバ

ーチェ共和店（大野北）、グリーンハイツ婦人会（大

野中）、裏千家淡交会相模支部、（財）翠葉カルチャー

センター、相模女子大学幼稚部PTA（大野南）、㈱ブ

ライト（大沢）、光明学園相模原高等学校PTA福祉委

員会、光明学園相模原高等学校空手道部保護者会、

光明学園相模原高等学校OB一心会（麻溝）、小田急

相模原アクト南口一番街商店街振興組合、フレンド

シップ（相模台）、相模野カントリー倶楽部（城山）、

尾崎理化㈱、津久井観光協会（津久井）、全国大陶器

市振興組合（市外）、匿名1件
▼障害福祉のために 相模原けやきの会（清新）、県立

津久井高校定時制第3学年（津久井）
▼交通遺児のために 双葉交通㈱従業員一同（相模台）

〔個　人〕
▼日用品 山口次子（東林）、匿名2件
▼シルバーカー　田谷昭蔵（津久井）
▼福祉用具　匿名1件
〔企業・団体〕
▼日用品　源悟山顕正寺（相模台）
▼チケット　匿名1件
▼福祉用具（財）宮ヶ瀬ダム周辺振興財団（市外）

寄付物品
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市社会福祉協議会には、市民の皆様から多
くの寄付が寄せられ、福祉の向上に役立たせ
ていただいています。
「地域住民の参加と支えあいによる福祉の

まちづくり」を実現するため、ひとりでも多
くの方のご協力をお待ちしております。
平成20年10月1日から11月30日までにご寄

付を寄せられた方は、次のとおりです。
敬称略・順不同（）内は、地区名

～たくさんのご寄付を
ありがとうございます～

寄付金

～発達障害支援情報～ 
＊発達障害といってもその「障害」は様々です。主な特徴を紹介します＊ 
LD(学習障害)の主な特徴 
　基本的には知的な発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する、推
論する能力の中で、いくつかの特徴や学びにくさ等があるといわれています。
例えば「書く」ことに関しては、「鏡に映したような字を書く」、「小さく書く『っ』
『ゃ』『ゅ』『ょ』の入った言葉が正しくかけない」といったことがあります。 
　小学校入学以降に「勉強の遅れ」として「障害」に気づく場合が多いのですが、
他の人と同じようにできることもたくさんあるので、単に「怠けている」、「努力が
足りない」勉強嫌いの子と見なされてしまうこともあります。学習や行動の問題
が障害に原因があることを理解し、苦手な面を補う適切な手助けが必要です。 

発達障害に関してのご相談は…　　　　　　　 
神奈川県発達障害支援センターかながわA 
相談専用電話 0465-81-3717 
（月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分） 

エース 

No.4

発達障害とは！ 発達障害とは！ 発達障害とは！ 【こまった子はこまっている子】 

/
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○創立20周年式典・記念講演会
障害児者の家族支援のあり方について

○里親になりませんか
日　時 ①2月7日(土)、②3月11日(水)

③3月14日（土）
午後2時～4時30分

場　所 ①中心子どもの家
②あじさい会館
③相模原児童相談所

内　容 親の病気、離婚、虐待など
により家庭養育が困難な
お子さん迎え入れ養育す
る里親制度の説明会

問合せ 相模原児童相談所
電話 042-750-0002

○子育てを支援している皆さんへ
わんだぁ☆ひろば特別セミナー
日　時 1月31日(土)

第1部（基調講演）
午前10時～11時30分
第2部（交流会）
正午～午後2時

場　所 ソレイユさがみ（サティ橋本店6階）
定　員 第1部50名　第2部25名
費　用 無　料
問合せ ワンダートンネル橋本発達相談センター

電話 042-774-6335

○東電さわやかデイサービス相模大野
介護スタッフ募集
日にち 月～土曜日のうち2～5日

午前8時～午後5時30分
資　格 ヘルパー2級以上(取得中可)

※看護スタッフも同時募集
問合せ 東電さわやかデイサービス相模大野

電話 042-701-6187

○募集しています！有償運送スタッフ
内　容 高齢者・障害者の買い物や

通院などのお手伝いをす
る福祉有償運送スタッフ

条　件 神奈川高齢者協同組合に加入した
上で所定の講習2日間を受講し、
ご自分の乗用車で活動できる方

活動謝礼 100円/㎞
問合せ 神奈川高齢者協同組合相模原支部

電話 042-750-7758
（ケアステーションあやとり内）

○ノート型パソコン提供のお願い
「パソコンを使った教育を行いた

い」というカンボジアの中学・高校
や在日外国人に提供するためのノー
ト型パソコンを募集
問合せ インドシナ難民の明日を

考える会（CICR）
chomreapsuor@yahoo.co.jp

日　時 2月1日(日)午後1時30分～4時
場　所 あじさい会館
講　師 吉川かおり氏

（明星大学准教授）
定　員 300名(直接会場へ)
費　用 無　料
問合せ 相模原市障害児者福祉団体

連絡協議会　島森
電話 042-745-9191

あじさい会館か会館からのお知らせ あじさい会館か会館からのお知らせ あじさい会館からのお知らせ 

■あじさい会館■ 

大和室 

第1和室 

第2和室 

第3和室 

4,000円 

1,500円 

900円 

900円 

施設名 現行利用料金 

5,000円 

1,850円 

1,100円 

1,100円 

改定後の利用料金 

バリアフリー映画上映会（日本語字幕＋音声ガイド付き） 

『西の魔女が死んだ』（邦画） 

日　時　3月22日（日）第1部 午前9時45分～  第2部 午後1時30分～ 
定　員　各350名（先着順）※希望者は直接会場へ 
場　所　相模原市立あじさい会館･ホール 
費　用　一般：500円　　高校生以下：無料 
保　育　2歳以上未就学児まで(申込順・要予約) 
問合せ　あじさい会館（受付時間午前9時～午後5時） 
　　　　TEL 042-759-3963　FAX 042-759-4815

あじさい会館・南保健福祉センター 
　　　　施設利用料金の改定について（お知らせ） 

　平成21年4月1日以降の申請分から「下記施設の夜間利用料金について、改定させて
いただきます。 

（利用時間　午後5時～10時） 
■南保健福祉センター■ 

高齢者 
交流室 

情報交換 
ルーム 

1,800円 

 

1,000円 

施設名 

2,250円 

 

1,250円 

（利用時間　午後5時～10時） 

現行利用料金 改定後の利用料金 

障害のある方も 
一緒に楽しめる 
映画です 

非常勤職員募集（平成21年4月1日採用） 
○あじさい会館事務員（募集人員3名）   
勤務時間：日～土曜日の間で以下の勤務 
　　　　　①土･日･祝日 午後4時～10時（1名） 
　　　　　②月～金曜日 午後7時～10時、及び土・日・祝日 午後5時～10時（2名） 
賃　　金：時給840円 
勤務場所：①あじさい会館　②南保健福祉センター 
○ふれあいデイホーム看護師（募集人員1名）   
応募資格：看護師資格を有する方 
勤務時間：月8日間程度のローテーション勤務（月～金曜日の午前10時～午後5時及

び土曜日・養護学校の夏休み期間等の午前9時～午後4時。）時間外勤務あり 
賃　　金：時給1,340円 
勤務場所：南保健福祉センター内ふれあいデイホーム 
○あんしんセンター専門員（募集人員1名）   
応募資格：社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、社会福

祉主事資格のいずれかの資格と要普通自動車運転免許 
勤務時間：年末年始・土・日・祝日を除く月～金曜日の午前10時～午後5時 
賃　　金：月額174,500円 
勤務場所：相模湖町地域事務所及び藤野町地域事務所 
○あんしんセンター生活支援員（募集人員1名）   
応募資格：要普通自動車運転免許 
勤務時間：年末年始・土・日・祝日を除く週3日間程度 
賃　　金：時給840円 
勤務場所：相模原市社会福祉協議会南事務所 
○高齢者家事援助サービス ホームヘルパー（随時募集）   
応募資格：ホームヘルパーまたは介護福祉士 
勤務時間：月～金曜日午前8時30分～午後5時の間の1～2時間程度から  
賃　　金：時給1,100円 
問合せ　市社協福祉推進課　電話 042-756-5034

社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館　2月8日（日）、3月9日（月）　　南保健福祉センター　2月7日（土）、8日（日） 
さがみ湖リフレッシュセンター　毎週日曜日及び休日 

見舞金・激励金をお渡しします 
交通遺児世帯の皆様へ 

見舞金・激励金をお渡しします 見舞金・激励金をお渡しします 
　県民から寄せられた「交通遺児への寄付金」と、市社協へ寄せられた「交
通遺児指定寄付金」を交通遺児へお渡ししています。 
　対象となる方は1月30日（金）までに申請をしてください。 

【対　象】市内に住所を有する交通事故等による20歳未満の遺児がいる世帯 
【手続き】申請書、事故証明書、住民票等の書類の提出。 
【内　容】 
　1. 県交通遺児援護基金 
　　（1）見　舞　金　100,000円 
　　　　※内容により該当しない場合もあります。詳しくはお問合せください。 
　　（2）激　励　金　50,000円 
　　　　○小・中学校入学時　 
　　　　○中学校・高等学校卒業時（大学入学検定試験合格を含む。） 
　2. 市社協への寄付金からの配分金　金額は毎年異なります。 
　　　　○市社協へ「交通遺児のために」と指定された寄付金の配分 
【問合せ・申込み】 
　市社協南事務所（電話042-765-7065）までご連絡ください。 

障害のある方の学びを支援障害のある方の学びを支援
－全国障害学生支援センターがバリアフリー推進で表彰受賞－
　上鶴間本町にある「全国障害学生支援センター」は、障害の
ある方が大学等で学ぶことを支援するために、「大学案内障害
者版」の発行や相談・情報提供事業などを行っています。この
ような活動が評価され、内閣府の「平成20年度バリアフリー・
ユニバーサルデザイン推進功労者表彰」内閣府特命担当大臣
表彰優良賞を受賞されました。


